
ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄの特徴

ハンギングバスケット寄せ植えの失敗しない花選びのコツ

一種類の花で作るﾊﾝｷﾞﾝｸﾞ
　　日日草 八重系ﾍﾟﾁｭﾆｱ

ハンギングバスケット作りを失敗させないためには花選びが重要です。第一は乾燥に強い草花を
選ぶことです。次にきれいに見えるようにするには、ほかのものより極端に生長が速いものは避
けましょう。形がすぐに崩れてしまいます。花や葉が密にに出てくる草花を植えるとﾊﾞｽｹｯﾄを覆う
ように生長しまとまりが出てきます。（ほとんどの場合丸い形を目指します。一部分にアクセントを
つけることもあります。）　　　　　寄せ植えの印象を決定付ける最大の要素は色です。最初は同
系色の花を選び植えましょう。まず失敗はありません。あるいは、同一種の花でしたら、色が違っ
てもきれいにまとまります。その後どんどん冒険をして行きましょう。

ハンギングバスケットの作り方・吊るし方

ハンギングバスケットとはなんでしょうか

寄せ植えを地面に直接置くのではなくて空中に吊るし
たり、壁にかけたりして空間を演出するのがハンギン
グバスケットです。吊るし方を工夫してベランダなどの
限られたスペースを有効に使えるのも嬉しいところで
す。また、木の枝などに吊るして庭の雰囲気をがらり
と変える使い方もおすすめです。作り方が簡単な割
に手の込んだ感じに見えるのも楽しいものです。

吊るしてあるためと、養土の割に草花が大きくなるの
で乾燥しやすい。水受けの皿もなく水分供給が難し
い。吊るしてあるので、落下の危険があります。特に
風で揺れる場合は下してあげましょう。
養土は水持ちが良く、軽いものが使われています。

ハンギングバスケット寄せ植えは難しそうに見えます
が意外と簡単です。おしゃれな吊るし方や花選びの
ポイントを考えてみましょう。

ﾊﾞｽｹｯﾄ本体が見えないぐらい

生長している。

白い壁に映え、水色の看板との

ﾊｰﾓﾆも最高。

でも、水やりが大変そう。壁が

汚れていないところを見ると

取り付けられて間がないのかも

しれない。



季節に応じた花選び

・春～夏の花
ﾊﾞｰﾍﾞﾅ　ﾍﾟﾁｭﾆｱ　　：　伸びが速いので切り戻すことで長く楽しめる。　
ﾍﾞｺﾞﾆｱ　ｲﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ　日日草　：　密に込み合うので古葉を取って蒸れないように。
ｱﾒﾘｶﾝﾌﾞﾙｰ　ﾎﾟｰﾁｭﾗｶ　：　暑さ、乾燥に強く、真夏でもよく花を付ける。

・秋～冬の花
ﾊﾟﾝｼﾞｰ　ﾋﾞｵﾗ　：　まとまりが良い。春になって生長が旺盛になっても形が崩れない。

ﾉｰｽﾎﾟｰﾙ

ﾋﾞｵﾗのﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ

・通年使える植物
ﾊﾞｺﾊﾞ　ﾋｭｰｹﾞﾗ　：　花は咲くが、名脇役
ﾍﾃﾞﾗ　ﾌﾟﾐﾗ　：　寄せ植えの雰囲気を決める裏方

ヘデラ プミラ



・容器（ﾊﾞｽｹｯﾄ）の種類

ﾜｲﾔｰﾊﾞｽｹｯﾄ スリットﾊﾞｽｹｯﾄ

カラーリーフのﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ寄せ植え

葉の色が違うヒュ-ゲラを全体に配置しﾍﾃﾞﾗやﾜｲﾔ-ﾌﾟﾗﾝﾂ、ﾛｰﾀｽﾌﾞﾘﾑｽﾄｰﾝが
寄せ植えの表情を作っています。

総て宿根草で冬も落葉しません。

ハンギングバスケットに使うバスケットにも種類があります。ワイヤーバスケットやスリットバス
ケットなどを使うのが一般的ですが、一言で「ワイヤーバスケット」と言っても、たくさんの種類があ
ります。花選びだけじゃなくバスケット選びも楽しみたいですね。基本的には生長と共にﾊﾞｽｹｯﾄは
見えなくなります。



では、作ってみましょう

椰子ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄの準備

①ワイヤーバスケットのヤシマットに切り込みを入れビニールを敷きます。

今回は6か所に切れ込みを入れます。

ワイヤーのスリット部分に合わせて位置を決めます。

②直径15ｃｍ程度のビニールをヤシマットの底に敷きます。
椰子ﾏｯﾄの底に水が溜まるように（受け皿）

③培養土と元肥（緩効性肥料）を混ぜ切り込み部分まで入れます。
元肥は20ｇ混合。

*今回はワイヤーバスケットを使用します。
椰子ﾏｯﾄ入りです。

*植物は、ﾍﾞｺﾞﾆｱ2株、ｲﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ5株、ﾍﾟﾁｭ
ﾆｱ3株、ﾍﾃﾞﾗとﾌﾟﾐﾗがそれぞれ1株です。

植え付け用土には、市販の培養土を使用
します。

切れ込み部分ワイヤーのスリット



植え込む花苗の準備
④植え込む花苗の準備をします。 根鉢を小さくします。本日はﾊｻﾐと水を使います。

ヘデラとプミラは株分けできます

左の写真のようになりました。

では、植え込みましょう。
⑤切り込みを入れた部分に花苗の根元を入れます。
ポットをカットした物をサポーターとして
使用します。

このように出来上がりました。

ポットから出してハサミを使い
根鉢の底を2cmほど切り落とし
ます。次に周りを同じく2cmほど
切り落とします。その後バケツ
の水に浸けて十分水を含ま
せ、軽くしぼります。

画像を見てください。



⑥培養土を根株が隠れる程度入れます。
隙間があかぬ様に。 （この段階で灌水しても良い）

元肥を10ｇ混合しておきます。

ハンギングバスケットの断面図

ミズゴケで覆う

ミズゴケの
土手

　　培養土
⑦縁に沿ってさらにミズゴケで土手を造ります

⑧ミズゴケの土手に2段目を置きます この部分にしっかり培養土を入れます

間にプミラとヘデラを入れます。

ミズゴケで土手を作り培養土を入れます。

⑨最後の苗を植えます

真中のてっぺんにペチュニアを植え
培養土を入れます。

その後、ミズゴケで蓋をします。

インパチェンスを1段目の花の間になるよ
うに並べました。



⑩水やりをします

花の間のミズゴケ部分に
たっぷりと水やりします。
清流であげましょう。

水が抜けてゆく力を借りて
培養土が植えた根鉢に
密着します。

完成です

その後の管理
養生期間(1週間）後、日当たりの良い場所に吊るします。

*真夏は明るい木陰に吊るしてください。

枯れた花を取る（花付を良くすることと、病気の予防）
　　伸びすぎた茎を切り戻す（芽数を増やす）
　　などを行いきれいに保ちましょう。
　
　　管理することで害虫の発見や、葉色の変化に気付け
　　ます。

潅水
夏場の潅水は朝夕1日2回あげてくださいね。

長く楽しみましょう 初冬まで楽しめます。

冬場の管理（霜に当てない）
夜は室内に取り込む
などすると、来年春には元気に成長してくれます。


